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Abstract: Cooperation among different fields of study is an important component in GIS education. 
Selecting GIS education programs at US colleges and universities for the 2007-08 academic year as 
the study case, we examined inter-field cooperation in general and cooperation between 
geography-related and computer & information-related fields in particular. We found that 
approximately 40% of GIS education programs featured cooperation between two or more fields, 
and about 20% involved cooperation among four or more fields. Further, cooperation between 
geography-related and computer & information-related fields was found in approximately 10% of 
GIS education programs. Inter-field cooperation in GIS education in the U.S. is considerably more 
advanced than that in Japan. 
 
Keywords: GIS 教育プログラム（GIS education programs），分野間連携（inter-field cooperation），

地理系（geography-related field），情報系（computer & information-related field）， 
米国大学（U.S. colleges and universities） 

 
 

 
1. はじめに 

近年，GIS の人材育成がますます重要になって

いる．たとえば著名な科学誌 Nature の中で，GIS
は将来が期待される重要な技術であり，さまざま

な分野でGISの人材需要が急速に拡大しているこ

とが紹介されている（Butler，2006；Gwen，2004）．
2008年 4月に閣議決定された日本の地理空間情報

活用推進基本計画においても，地理空間情報の人

材育成が重要であることが指摘されている（内閣

官房，2008）． 
しかしながら，日本の大学では，GIS の体系的

な教育はほとんど行われていない．GIS 関連の科

目は少なからず開設されているが，多くの場合，

分野ごとに科目が散在している．GIS は学際性が

高く分野横断的であるため，体系的な GIS教育を

行うためには分野連携を推進する必要がある（岡

部，2006；村山，2008）．分野連携の中では特に，

地理系と情報系の連携強化が課題になっている

（岡部，2006）．こうした中，GIS教育の研究面で

は，異なる分野のメンバーが協調するようになっ

てきている（岡部，2008；村山，2007）．しかし，

GIS 教育の実践面では，いまだに異なる分野が効

果的に連携した教育はほとんど見られない． 
一方，GIS 教育で先行する米国では，GIS の学

位（degree）や修了証書（certificate）を授与するプ

ログラム（以下，GIS 教育プログラムと記す）を

開設している大学が多く，その数が急速に増えて

いる．そしてそのカリキュラムの中に，分野間の

連携がしばしばみられる（河端ほか，2006；河端・

バハドール，2008）．そこで本研究では，米国大学

の 2007年度（2007-2008 academic year）の GIS教育

プログラムと，そのカリキュラムの中における分

野連携の状況，および地理系と情報系の連携状況

を調査した． 
 

2. 調査方法 

調査対象の GIS 教育プログラムの選定には，

2007年 12月 5日時点に URISA（Urban and Regional 



  

Information Systems Association）のウェブサイトに掲

載されていた2007年度のGIS教育プログラムのリ

スト（http://urisa.org/career/colleges）を利用した．こ

のリストの中から，米国の大学であること，およ

びカリキュラムの情報がウェブ上に公開されて

いることの 2 つの条件を満たす 163 件（大学 108
校）の GIS教育プログラムを選び，それらを調査

対象とした． 
次に，各 GIS教育プログラムについて，カリキ

ュラムの概要，科目，科目が開設されている学科

などを調査し，GIS 教育プログラムのデータベー

スを作成した．そしてこのデータベースを用いて，

GIS教育プログラムの（1）分野別の構成と連携状

況，および（2）地理系と情報系の連携状況につ

いて，全体的な特徴と傾向を調査した． 
なお，本稿では便宜上，各カリキュラムに異な

る分野の学科が科目を提供している場合，それら

の分野が連携していると判断する．また，学部，

学科，センターなどの学内組織をまとめて学科と

記し，地理情報システム（Geographic Information 
System(s)）と地理情報科学（Geographic Information 
Science）をともに GISと記す． 
分野の分類には，書籍の分類法として世界で広

く使われているデューイ十進分類法（OCLC，

2003）を利用した．デューイ十進分類法では，以

下の10の大分類（main classes）が定義されている． 
 000 - 計算機科学，情報・総記（情報系） 
 100 - 哲学・心理学  
 200 - 宗教  
 300 - 社会科学  
 400 - 言語  
 500 - 科学  
 600 - 技術  
 700 - 芸術・レクリエーション  
 800 - 文学  
 900 - 歴史・地理 
本調査では，学科名から判断して各学科をデュ

ーイ十進分類法の大分類レベルの分野に分け，各

分野の学科に属する科目を，その分野の科目とし

た．なお，各分野名は「系」をつけて呼び，GIS

が含まれるものや分類が困難なものは「その他」

に分類した．哲学・心理学系と宗教系の 2つに分

類されるものは存在しなかったため，この 2つの

分野は調査結果から省く． 
 

3. 調査結果 

3.1 分野別の構成と連携状況 

科目全体に占める分野の割合を調べると（図 1），
分野の情報が得られた全 2,565 科目の中で，最も

多いのは歴史・地理系の33%であった．この中で，

歴史系に属する科目はわずか 3科目（1%未満）で

あるため，実質的には地理系の科目といえる．次

いで，科学系，技術系のそれぞれ 15%，社会科学

系の 9%，情報系の 6%と続いており，これら 4分
野の科目も少なからず提供されていることがわ

かる．芸術・レクリエーション系，言語系，文学

系の科目は 2%以下と少なかった． 
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図 1 全科目に占める各分野の割合 

調査対象の163件のGIS教育プログラムの中で，

分野の情報を有するものは 160件であった．これ

ら 160件を対象に，各分野を含む GIS教育プログ

ラムの割合を調べると，（図 2），歴史・地理系が

最も多く，51%と約半数を占めていた．続いて，

科学系と技術系がそれぞれ約 3割，社会科学系と

情報系がそれぞれ約 2 割となっており，これら 4
分野を含むものも少なくない．言語系と芸術・レ

クリエーション系はそれぞれ約 1割となっており，

文学系は非常に少なく，1%であった． 



  

29%

51%

1%

8%

28%

29%

8%

24%

18%

0% 20% 40% 60%

その他

歴史・地理系

文学系

芸術・レクリエーション系

技術系

科学系

言語系

社会科学系

情報系

 

図 2 各分野を含む GIS 教育プログラムの割合 

 次に，分野連携の状況を調査した．まず，各カ

リキュラムを構成する分野の数別にGIS教育プロ

グラムの数と割合を調査した（図 3）．分野の情報

が得られた 160件の GIS教育プログラムの中で，

カリキュラム構成分野が1つのものは99件（62%），

2つは 23件（14%），3つは 11件（7%），4つ以上

は 27件（17%）であった．単独の分野で構成され

るカリキュラムが過半数を占めているが，複数の

分野が連携したカリキュラムも約 4割と多いこと

がわかる．特に，4 つ以上の分野が連携したカリ

キュラムが約 2割も存在していることは注目に値

する． 
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図 3 カリキュラム構成分野数別の 

GIS 教育プログラム数 

次に，科目に占める割合が上位 5つの分野であ

った，歴史・地理系，技術系，科学系，社会科学

系，および情報系の中の 2分野を含む GIS教育プ

ログラムの割合を調べると（図 4），全体的におお

よそ 1割前後であった．最も高い割合は社会科学

系と科学系が連携した 16%であり，最も低い割合

は情報系と社会科学系が連携，および情報系と技

術系が連携した 8％であった． 
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図 4 2 分野を含む GIS 教育プログラムの割合 

3.2 地理系と情報系の連携状況 

次に，地理系と情報系の比率と連携状況を調査

した．ここで，地理系とは，歴史・地理系から歴

史系を除いた分野としている．地理系と情報系の

科目数を調べると，2,565科目の中で，地理系科目

は 841（33%）であり，情報系科目は 163（6%）で

あった．地理系の科目は情報系の科目よりも大幅

に多いが，情報系の科目も少なからず提供されて

いることがわかる． 
地理系と情報系の連携状態別のGIS教育プログ

ラムの割合を調べると（図 5），分野情報を有する

GIS 教育プログラム 160 件の中で，地理系単独で

構成されるカリキュラムは 44 件（28%），情報系

単独で構成されるカリキュラムは 0 件（0%），地

理系と情報系の両方を含む，すなわち両分野が連

携したカリキュラムは 17件（11%）であった．し

たがって，情報系単独で構成されるカリキュラム

は存在しないが，地理系と連携した形で構成され

るカリキュラムは約 1割存在していることがわか

る． 
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図 5 地理系と情報系の連携状態別の 

GIS 教育プログラムの割合 

地理系と情報系が連携している 17 件の GIS 教

育プログラムについてさらに調べると，地理系と

情報系の 2分野のみで構成されるカリキュラムは

4件（24%）と少なく，その他の 13件（76%），す

なわち大多数は地理系と情報系以外の分野とも

連携したカリキュラムとなっていた． 
 

4. おわりに 

米国の大学では，GIS の学位や修了証書を授与

するGIS教育プログラムが数多く開設されている．

調査した2007年度のGIS教育プログラムの中では，

複数の分野が連携したカリキュラムが約 4割も存

在し，4 つ以上の分野が連携したカリキュラムで

さえ約 2割も存在していた．また，地理系と情報

系の連携が約 1割のカリキュラムにみられ，これ

らの多くは地理系と情報系以外の分野とも連携

していた．日本の大学においても，こうした米国

の事例などを参考に，分野連携を促進して体系的

な GIS教育を提供していくことが望まれる． 
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